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表わされる場所の関数である｡更に変数変断 -盲 PI, T-∫EBd沌 行なうと,(4)は不均
- A
一効果が一つにまとまった形の不均一系のK-dV方程式5)
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=5m/Sとして,非線形項 uz∂vz/at～(uz)ま/vT と流速の時間変化の項 avz/at～(vz),n/Tと
の比は0.2程度となるからである｡一方,大動脈においては粘性の影響は小さい｡粘性項 (7/
p)(1/r)auz/∂r～(ギ/p)(uz),a/R.2 からの寄与は,ワニ0･04P,p-1･05g/cm3,R.
-0.3cmとして,非線形項の1/10程度である｡これまで非線形対流項の効果を考慮した多く
の理論が提出されている7{11)断面積および弾性率が一定の管の中の流れについて7)或いは管の
弾性率の軸に沿っての変化も考慮してヲ)さらには,動脈の枝分かれによる分流を洩れと考えて
連続の式の中に洩れの項を入れたり,管の圧力と断面積の関係を脈波の伝播速度の実測値から
求めるようにしたりしている㌘これらの非線形理論では解を得るのに特性曲線法に従い,繰り
返 し計算をコンピューターによって行っている｡ 菅原ら11)はできるだけ解析的な方法によって
見通しのよい結果をうるために,圧力と断面積との間には管壁の弾性法則に従 う関係が成 り立
つとして,特性曲線法にもとづく定式化を行い伝播速度や突っ立ち現象など脈波の振舞いをよ
り解析的に説明している｡これらの非線形理論においては,圧力と断面積の関係が管壁の運動
方程式と関連して与えられていない｡また,理論の結果として,脈波を支配する方程式が圧力
或は流速に関する一つの非線形波動方程式の形では表現されていない.一方坂西ら12)は動脈壁
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